第１学年　道徳学習指導案
	日　時：
	平成25年3月6日(水)

	学　級：
	1年A・B組

	授業者：
	A組：岸本　知直、B組：中本　 大


１．主題名: くじけない心(1－(2))　
２．ねらい：障害や困難にくじけることなく、希望と勇気を持って目標を達成しようと努力する実践意欲を培う。
３．資料名：木箱の中の鉛筆たち（自分を見つめる(あかつき)）
４．学習指導過程　　
	
	学習活動
	主な発問・予想される生徒の反応
	指導上の留意点

	導入
	自分の生活を振り返る
	①　一生懸命努力したのに結果が出なくて、いやになってしまった経験はありませんか。
　・勉強したのにテストの点が悪かった。

　・練習したのに、試合で負けた。
	【一斉・発表】
・誰でも努力してもうまくいかないこともあることを確認する。

	展開
	資料を読み、考える。
	②　「ねぇ、お父さん･･･」と「私」が仕事中の父親に話しかけてしまったのは、どんな気持ちからだったのでしょう。

　・悩みを聞いてほしかった。　・不安だった。

　・アドバイスがほしかった。
	【一斉・発表】

・仕事中には話しかけてはいけないという家族のきまりなのに、思わず話しかけてしまった「私」の心情を読み取らせる。

	
	
	③　父親から何百本というちびた鉛筆を見せられた時、「私」はどんなことを考えたと思いますか。

　　【中心発問】

　・父親は、努力で才能を作ったんだ。

　・私には、まだ努力が足りない。

　・少しの事でくじけていた自分が恥ずかしい。

　・才能を磨く努力が夢を実現させる。
	【個人・ワークシート】

　→【一斉・発表】

・必要に応じてグループにする。

・うまくいかないのは才能がないからだと考えていた「私」の弱さに気付かせる。

	
	
	④　父親のいう「才能を作りなさい」とは、どういうことですか。。

　・才能がないと思ってはいけない。

　・努力が自分の財産を作るのだ。

　・才能は自分で磨くものだ。
	【一斉・発表】

・「才能を作る」というキーワードを生かす。父親の生き方や言葉に込められた娘への思いから、価値の自覚を深めさせる。

	終末
	これからの生活について考える
	⑤　目標を達成するためやくじけそうになったとき、あなたは何を大切にしたいですか。
　・あきらめない心

　・努力すること
	【個人・ワークシート】

　→【一斉・発表】

・導入を振り返り、自分の生活にいかせることを考えさせる。


５．準備物：資料、ワークシート、掲示物
６．板書計画
	一生懸命がんばったけど・・・

　　・勉強したのにテストの点がとれなかった。

　　・部活の試合で負けた
木箱の中の鉛筆たち
　　　　　　　　「ねぇ、お父さん･･･」
　　　　　　　　　・悩みを聞いてほしかった。　

・不安だった。

　・アドバイスがほしかった。

　　　　　　　　
　　　　　　　　何百本のちびた鉛筆
　　　　　　　　　・父は、努力で才能を作ったんだ。

　　　　　　　　　・私には、まだ努力が足りない。

　　　　　　　　　・くじけていた自分が恥ずかしい。

　　　　　　　　 ・才能を磨く努力が夢を実現させる。

　　　　　　　　　
　　　　　　　　「才能を作りなさい」
　　　　　　　　・才能がないと思ってはいけない。

　　　　　　　　・努力が自分の財産を作るのだ。

　・才能は自分で磨くものだ。

目標を達成するために、くじけそうな時に･･･
　　・あきらめない心

　・努力すること


７．今後の改善点

　◎　③～⑤で、「努力」という言葉だけ終わらさず、どう努力を続けていくかや、目標を絶対にやり遂げるという自分の意志を大事にするといった意見が出るように切り返していく。
　◎　①は、事前に書かせるなどして意見が出せるようにして、始めにイメージをしっかり持たせる。


















父親の挿絵























鉛筆の挿絵





主人公の挿絵








